


水洗化等改造1;::補回金

汲み取り便所を水洗トイ
レに改造しだり、生活排水
の水を下水道に接続するた

めの士事割亙亙国の補問
金が受付されます。

下水道lこしだらどのくらいお金がかかるのでしょうか

汲み取り便所を水洗トイ

レに改造したり、生活排水
の水を下水道に接続するた

めには、多額tJ.お金がかか
る定め、工事資金を無利子

で借りられます。

改造資金の貸付

下水道を利用するには、

受益者負担として匝豆田
の負担金がかかります。こ
れは下水道整備にかかった
建設費の部を負担昔る定

めで昔。負担金は 1回限り。

受益者負担金

手数料

下水道接続申請時には、臣革主蓋璽盟主ヨ・匿亙董査主重盗霊園・
5重蚕~豆豆亘主主目、 lõt2， CXXlP3りかかります。

， 口座振替の場合は、お知ら

として、郵便受などに投
，.，されます。

【下水道使用料の算出例と納入例】

下水道使用料は水道使用料と同じ量を汚水排出量として算出されます。水道

を利用されていない使用者については使用人数・使用形態によって別に算出さ

れます。

算出例と納入例については、次のとおりと怠りますので、ご参考ください。

• • 
却i葉悌

水道 下水温使用水量のお知らせ

お客きま奮号

使用者氏名

使用者住所

. 司 ・・"干の停悶.・ H~.のル歩，~寸i

今巨街針 ?O川

前回指針 o附

j.，一問問酎| 川

jーター器取普時事量 m'

使用水 ill 20州

下水道
E・.• ;1量臨細書官掃I~;I君臨画叩柑面白張el

-基本使用料 1，000円(1カ月。汚水量 7ばまで)・・・①

.超過使用料 150円(1m'あたり)・・ ・・・・・・・・②

20m' ( 1カ月の汚水量)-7m'(基本汚水量)ニ13m'(超過汚水量)・・・・・③

13m' (超過汚水量③)X 150円(超過使用料②)=1， 950円(超過料金)・・④

1，000円(基本使用料①)+1，950円(超過料金④)=1 2，950円(下水道料金)1

川
下
水
道
整
備
計
画
区
域
以
外
の
万
へ
は

ん合
併
処
理
理
化
槽
設
置
回
成
を
検
討
中

町
で
は
、
公
共
下
水
道
整
備
計
画
区
域
以
外
の
地
域
の
万
を
対
叩

w
象
に
「浄
化
槽
整
備
計
画
事
業
」
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
(
ト
イ
w

w
レ
、
浴
室
、
台
所
)
を
設
置
す
る
場
合
、
浄
化
僧
本
体
と
流
末
配
水
管
川

町
工
事
の

一
部
副
成
を
合
わ
せ
疋
定
額
補
闘
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

川

A浄化センタ で行われた通水式

今
金
町
公
共
下
水
道
供
用
開
始
に
伴
い
叩
月
1
目
、
関

係
者
約
制
人
が
出
席
す
る
中
、
今
金
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
通

水
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
の
下
水
道
事
業
は
町
民
の
快
適
な
生
活
環
境

を
図
る
た
め
、
平
成
7
年
度
に
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

平
成
9
年
度
か
ら
本
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
年
8
月
に
は
、
幻
億
円
を
投
じ
た
第
一
期
分
の
管
渠

工
事
(
総
延
長
引
・
I
M
)
が
完
了
。
ま
た
、
天
沼
注
さ
ん

(
故
人
)
、
菱
田
清
弘
さ
ん
の
岡
地
権
者
に
よ
る
ご
協
力
で

取
得
し
た
1
・日M
M
の
土
地
に
、
平
成
ロ
年
度
日
本
下
水

道
事
業
団
と
建
設
工
事
委
託
協
定
を
締
結
し
、
こ
の

9
月

に
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

延
床
面
積
は
1
、
6
5
6
2m
、
建
設
に
は
同
億
円
が
投
じ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
、

水
路
な
ど
を
通
じ
後
志
利
別
川
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
し

た
。
昨
年
度
の
水
質
調
査
で

7
度
目
の
清
流
日
本
一
(
国

土
交
通
省
が
1
級
河
川
を
対
象
に
実
施
す
る
水
質
調
査
)

と
な
っ
た
後
志
利
別
川
で
す
が
、
年
々
水
質
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
や
、
水
洗
ト

イ
レ
の
汚
水
を
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
締
麗
な
水
と
な
っ
て
川
に
流
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
不
快
に
感
じ
て
い
た
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
に

悩
ま
さ
れ
る
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

接
続
す
る
に
は
、
受
益
者
負
担
金
(
下
水
道
事
業
に
費

や
し
た
建
設
費
の
一
部
)
、
改
造
工
事
費
(
汲
み
取
り
便
所

を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
、
生
活
排
水
の
接
続
工
事
、
浄
化

槽
な
ど
の
廃
止
)
が
か
か
り
ま
す
。

、

町
で
は
こ
う
し
た
工
事
に
伴
う
費
用
を
無
利
子
で
貸

付
し
て
お
り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
快
適
環
境
を
支
え
る
た
め
に
は
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
清
潔
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

• • 

料金

概，献 金 額 7.100門

上 水 4.150門

下水 2.950円
よ毘の金額は、E従軍四ご間求額とは奥なる
場合がございます.
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(自主納付)】
持参し指定された金融機関で納付する場合

.1- ~共下水道
l 町で設置管理する)

|下水道はこのような仕組み|こなっています。

排水管

語 草
まま
すす

排水設備工事
(個人で盟置・管理する)

め

川....'Il."，....'川

下水道のことについては、【上下水道課】に問い合わせ下さい。

合併処理浄化槽のことについては、【町民課】に問い合わせ下さい。eつ



迅
速
な
救
急
活
動
に

威
力
を
発
揮

槍
山
広
域
行
政
組
合
今
金
消
防

署
で
は
、
救
急
車
の
老
朽
化
に
伴

い
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
へ
救
急
車
両
の
寄
贈
を
要
望
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
要
望
が
認
め

ら
れ
、
完
成
し
た
救
急
車
の
受
納

式
が

9
月

ω目
、
今
金
消
防
署
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

受
納
式
に
は
、
同
連
合
会
北
海

道
本
部
札
幌
支
所
函
館
駐
在
の
林

次
長
が
出
席
し
経
過
報
告
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
今
金
町
段
業
協
同

組
合
の
制
川
代
表
理
事
組
合
長
か

ら
贈
呈
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
中
野
、

鈴
木
専
務
理
事
か
ら

目
録
と
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
l
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。今

金
消
防
署
に
は

現
在
2
台
の
救
急
車

が
配
備
さ
れ
、
住
民

の
救
急
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
数
年
の
状
況
を
見

る
と
、
年
間
約
2
0

0
件
の
出
動
件
数
が

あ
り
、
走
行
距
隊
は

街頭啓発で交通安全を呼びかけ
今金ライオンズクラブ

米の出荷始まる

夏場の日照不足・低温の影響で不作

夏
の
日
照
不
足
や
低
温
で
収
穫
が
心
配

さ
れ
た
米
の
出
荷
が
始
ま
り

叩
月
日
目、

村
上
忠
弘
さ
ん

・
吉
本
富
夫
さ
ん

・
宮
北

消
市
さ
ん

・
ぴ
り
か
フ
ァ
ー
ム

・
白
石
ミ

ニ
カ
ン
の

5
軒
が
、
玄
米
パ
ラ
集
出
荷
施

設
に
初
出
荷
し
ま
し
た
。

袷
山
管
内
の
山
崎
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

が
調
査
し
た
刊
月
日
日
現
在
の
水
稲
状
況

を
見
る
と
、
「
北
部
で
引
日
遅
れ
」
と
な
っ

て
お
り
、
や
は
り
夏
場
の
日
照
不
足
と
低

温
に
よ
る
生
育
の
遅
れ
は
、
最
後
ま
で
取

り
戻
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
出
荷
し
た
段
家
の
方
は
「
消
費

者
が
求
め
て
い
る
、
安
全
で
品
質
の
良
い

米
を
作
る
た
め
努
力
し
て
き
た
が
天
候
に

は
勝
て
な
か
っ
た
。
生
産
意
欲
を
失
わ
な

い
よ
う
、
頑
張
り
た
い
。
」
と
落
胆
の
色
は

隠
せ
な
い
綴
子
で
し
た
。

1
万
キ
ロ
を
超
え
ま
す
。

2
台
の

う
ち
1
台
が
平
成
凶
年
に
導
入、

も
う
1
台
が
平
成
2
年
に
導
入
さ

れ
た
も
の
で
す
。
平
成
2
年
導
入

の
車
両
は
、

ロ
年
以
上
が
経
過
し

エ
ン
ジ
ン
の
摩
耗
な
ど
か
ら
予
備

的
に
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

寄
贈
を
受
け
た
車
両
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
四
輪
駆
動
車
。
排
気
量
は

3
、

4
0
0
E
あ
り
山
間
部
の
多

い
今
金
町
に
と
っ
て
は
、

一
刻
を

争
う
救
急
業
務
に
威
力
を
発
問
押
し

て
く
れ
そ
う
で
す
。

今
金
ラ

イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
で

は、

ω月

8
日
の
ラ

イ
オ
ン
・

デ

l
に
ち

な
み
、

問

月
川
日
を

交
通
安
全

ラ

イ

オ

ン

・
J
7ー

と
し
、
役

場
前
に
お

い
て
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

啓
発
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
川

人
が
集
ま
り
、

「
落
と
せ
ス
ピ
ー
ド
落
と
す
な

命」

と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
、
道
行
く
ド

ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
口
回
数

4
2
5
日
目
に
ス
ト

ッ
プ

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ご
う
と
各
種
団
体
や
各
学
校
な

ど
、
交
通
安
全
の
啓
発
に
取
り
組
む
中
、
努
力
の
甲
斐
な
く

9
月
初
日、

ω月
幻
日
に
相
次
い
で
死
亡
事
故
が
起
き
ま
し

た
。
道
道
今
金
北
槍
山
線
の
鈴
金
橋
付
近
で
は
、
今
金
町
の

住
民
が
運
転
す
る
普
通
乗
用
車
に
対
向
車
線
を
は
み
出
し

た
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
が
衝
突
、
乗
用
車
を
運
転
し
て
い
た
住

民
が
、
同
じ
道
道
の
笠
田
地
区
で
は
同
地
区
の
住
民
が
歩
行

中
に
車
に
引
か
れ
、

2
人
と
も
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

事
故
に
抽
出
わ
れ
た
お
2
人
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
死
亡
事
故
で
、

4
0
0
日
を
超
え
て
い
た
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
日
数
も

4
2
5
日
目
で
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

X 

す り で 候
。たあに来

いる恋年
とこまこ
思 と れ そ
いを堂
ま祈作天

[車両費用内訳1
・寄贈車両 4， 368， 000円(車両本体)

町負担 10，060，000円(救急設備一式)

計 14，428，000円-ー• 
平
成
8
年
か
ら
釧
路
支
庁
管
内
鶴
居
村
の

伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
タ
ン

チ
ョ
ウ
鰯
の
餌
と
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実

を
毎
年
送
り
続
け
て
い
る
神
丘
小
学
校
(
校

長
・
瀬
川
要
一
二
)
で
叩
月
引
目
、
全
校
児
童

ロ
人
に
よ

っ
て
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
は
乾
燥
し

ほ
ぐ
し
た
後
、
ロ
月
上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定

で
す
。今

年
は
実
の
入
り
も
良
く
約
2
、

0
0
0

本
を
収
穫
、
実
の
入
り
が
悪
か
っ
た
昨
年
に

比
べ
る
と
、

3
0
0
足
以
上
多
い

8
0
0
同

は
あ
り
そ
う
だ
と
学
校
で
は
話
し
て
い
ま
し

た。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
は
愛
指
令
の
会
(
会
長
・

鷲
野
竹
春
)
が
イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
、
同
小
学
校

か
ら
約
l
h
北
に
あ
る
愛
指
令
ラ
ン
ド
内
で

野
球
場
の
外
野
フ
工
ン
ス
用
に
利
用
し
て

い

る
も
の
で
す
。

タンチョウ鶴の餌収穫
神E小学校

¥-• 
植
樹
で
清
流
を
守
ろ
う

N
P
O
法
人
後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

め

後
志
利
別
川
の
清
流
維
持
活
動
に
取
り
組
む

N
P
O
法
人
後
志
利
別
川
消
流
保
畿
の
会
(
理
事

長

・
秋
元
禄
)
が
ゆ
月
お
目
、
中
堅
地
区
の
河
川

敷
地
内
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
約

1
6、

o
o
o
dあ
る
敷
地
内
に

昨
年
か
ら
、
ー、

o
o
o
d単
位
で
植
樹
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
約
l
、

o
o
o
d
の
面

積
に
ブ
ナ
の
苗
木

3
0
0
本
と
昨
年
植
え
て
枯

れ
て
し
ま
っ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
の
前
木

ω本
を
植
え

ま
し
た
。

“:

植
樹
に
は
同
補

会
会
員
の
ほ
か
哲

建
設
会
社
の
社
¢

員
な
ど
約
別
人
艇

が
参
加
。
鍬
で
旺

土
を
椀
り
起
こ
慢

し

一
本

一
本

丁

誠

寧
に
苗
木
を
植
、

え
て
い
ま
し
た
。

体
育
の
日
の
行
事
と
し
て

実
施
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

フ
エ
ス
タ
が
川
月
日
・

日
の

両
日
に
行
わ
れ
、
町
民
マ
ラ

ソ
ン
・
パ

l
ク
ゴ
ル
フ

・
ス

ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト

・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
へ
ル
シ
ー

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の

5
種
目
に

約
2
5
0
人
が
参
加
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
ん
で
い
ま

し
た
。

め



|住宅需要実態調査にご協力ください I 
国土交通省では、 12月 1日に、全国各地において

「平成15年住宅需要実態調査」を行います。

この調査は、皆様が、住宅やそのまわりの環境につ

いて日頃どのようにお考えになっているかなどを伺

うもので、国や地方公共団体が、より良い住まいづく

りを行うための重要な資料となるものです。

.対象世帯

全道から無作為抽出した、約 5千4百世帯

.調査方法

統計調査員誌を持った調査員が対象となった世帯

に伺い、調査票の配付、回収等を行います

.調査票の配付、回収期間

11月24日から12月7日

・調査に関するお問い合わせ先

北海道建設部住宅課(TELO11-23ト4111

518) 
内線29

槍山支庁経済部建設指導課建築係(TELO1395-2 
1010 内線2484)

|職場でのトラブルの解決をお手伝いします E 
職場でのトラブル(解雇、雇止め、配置転換、賃金の

引下げ、退職勧奨、セクシャルハラスメン卜、いじめ

等)でお困りではありませんか。

北海道労働局では、個々の労働者の方と事業主の

間の紛争を迅速に解決するシステムとして、個別労

働関係紛争解決援助制度を設けています。

下記の相談コーナーで、労働者の方、事業主の方か

らの相談や情報の提供を行っていますので、お気軽

にご相談ください。

事案によっては、紛争当事者の悶に紛争調整委員

(弁護士、大学教授等)が入り、双方の主張を確かめ

て、場合によっては、あっせん案も提示しながら、紛

争当事者間の調整を行う

費用は無料です。

「あっせん」を実施します。

l相談時間午前9時から午後4時30分
2相談コーナー

。北海道労働局札幌総合労働相談コーナー

TELOII-223-8712 rAXOII-223-8713 

。札幌中央総合労働相談コーナー(札幌中央労働基

準監督署内)

TELOII-281-4270 rAXOII-281-'1121 

。札幌東総合労働相談コーナー(札幌東労働基準監

督署内)

TELO 11-894-1120 rAXO 11-894-1941 

|じん肺の所見がある方に発生した肺がんの労災補償が変わりました E 
じん肺の所見がある方(じん肺管理区分が管理2、

管理 3又は管理4と決定された方)に発生した原発

性肺がんについては、これまで、管理3文は管理4の

方が労災補償(療養補償、休業補償、遺族補償等)の対

象となっていましたが、平成14年11月11日以降は、管

理 2の方も対象となりました。

じん肺の所見がある方が原発性肺がんで亡くなら

れた場合には、原則として、労働者災害補償保険法に

基づく遺族補償給付が支給されます。ただし、遺族補

償給付の請求権は、死亡した日の翌日から 5年経過

した場合には時効により消滅しますのでご注意くだ

さい。

なお、既に遺族補償給付の請求を行って労働基準

監箇署長の処分が確定している方については再度の

請求はできません。

じん肺の所見がある方に発生した肺がんに関する

労災補償制度や手続きについての詳細は、最寄りの

(都道府県)労働局又は労働基準監督署へお問い合わ

せください。

また、厚生労働省のホームページにも労災補償上

の取扱について記載したリーフレッ卜を掲載してい

ますのでご覧ください。

厚生労働省木ームページアドレス

hllp://www.rnh1w.go.jp/ 
掲載場所 トピックス 一 覧→労働基準局 →

(03. 06. 04掲載)じん肺法施行規則及び労働安全衛生

規則の一部改正について

|中小企業の事業主の皆様へ E 
創業・異業種進出や経営革新のための人材確保や魅力ある職場づくりを応援します。

聖小企業基盤人材確保助成金 型小企差雇用創出等能力闘発助成金 型小企業展里管理改善助成金
経営基盤の強化となる人材の震い 事業内外での訓練等に係る経費及び 職業に関する相談を行うための技術又

入れに係る賃金を助成。 賃金を助成。 は施設の設世又は整備に要した費用を助
【助成額】 【助成額】 成。
-基盤人材については、 I人140万円 -職業訓練を受けさせる場合の経費 職業相談者の配置に係る経費を助成。
(一企業当たり 5人までを限度とし (外部諮問I謝金、施設・設備借料、受 【助成額】
ます。) 講料等)の 1/2 (1人 Iコス10万 -環境整備事業に要した費用の 1/2
-一般労働者については、 1人30万 円を限度とします。) (1∞万円を限度とします。)
阿(基盤人材の履い入れ数と同数ま -職業能力開発休暇中のその雇用する -職業相談者配世事業に要した費用(賃金
でを限度とします。) 労働者の賃金の 1/2 等)の 1/3 (1年分が支給されます。)

詳しくは、雇用・能力開発機構北海道センター相談部門 (TELOII-261-5308)までお問い合わせください。

CD 
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高美公園の遊具にペンキ塗り
今金中の 3年生6人

今金中学校(校長・三宅武夫)3年A組の生徒6人

が、授業や学校帰りなどの時間を利用し、高美公園

の遊具にペンキを塗ってくれました。

高美公園を管理する役場建設課でも、生徒たち

の申し出とあってペンキを提供しました。

10月11日土曜日、この日集まったのは4人。本来

は休みのはずですが、生徒たちは午前 9時30分か

ら日が暮れるまで作業をしていました。

建設課では、「大変縞麗になった。ありがとうご

ざいました。Jと生徒たちの厚意に感謝していまし

た。

また、既に塗り終えていたブランコでは、気持ち

よさそうに遊ぶ親子の姿が見受けられました。

大根の収穫を体験
合金小学校の 1年生

企大根の草切りに挑戦する児
童たち。

砂皮をむいてもらった大根を
頬 Itる児童たち.アイスク
リームではありません。

大きな“松茸"発見

今金小学校(校長・和田高明)の l年生(児童数・40人)

が、農事組合法人ぴりかファーム(代表理事・末藤春義)

の畑(字国代)で10月7日、大根抜きを体験しました。

日頃、スーパーなど底先に並ぶ大根は締麗に洗われた

真っ白で真つ直ぐなものばかり。土にまみれた大根や、

不揃いの大根を見てもらい、働くことの苦労や収穫の喜

びを体験してもらいたいと、生活科の授業の一環として

行われたものです。

この日は、同法人の西政明さんの協力で、1時間半の

問に約 2アールの面積を抜き取りました。西さんが、抜

き取ったばかりの大恨の皮を包丁で削ぎ落とし児童に

差し出すと「おいしい、おいしい」と頬ばり、働いた後の

新鮮な大根は格別なようでした。

町内末広町に住むj貧困邦男さんが旭台地区のト

ドマツとカラマツの混交林で大きな松茸を見つけ

10月7日、採ったばかりの松茸を役場まで持参し見

せてくれました。

州ではア

カマツ林

に生える

そうです

が、北海道

では、ハイ

マツ林、ト

1賓田さんが初めて松茸を採ったのは、遡ること平

成 2年10月。それから、毎年小さいものを数本採っ

ていたそうで、こんなに大きなものは初めてとか。

「香り松茸」と俗に言いますが、これまで何度も口

にしている涜田さんによると、「本州のものと比べ

ると香りはさほど強くないが、歯ごたえは全く遜色

ない」といいます。

北海道新開発行の「北海道のキノコ」によると、本

-1 1'1巾0" '1 ij 
悶 "

?で王」;E「 1T寸 1
τ下両平常吉主!::li.l才でで

一回一
2t 

ドマツ林、トドマツ・エゾマツ林などの林地に単生

したり群生するそうです。

今金町でも、もっとたくさん見つかるかもしれま

せん。ただし、 山へ出かけるときは、くれぐれもクマ

や避難にご注意ください。

(!) 



当座預金、普通預金、別段預金は、

平成17年 3月末まで引き続き
全額保護されます

-定期預金等については、これまで同様、元本

1，000万円までとその利息等が保護されます。

それを超える部分は、破たん金融機関の財産の

状況に応じて支払われます(一部カットされる

ことがあります。)。

・平成17年 4月以降は、当座預金等の利息のつ

かない預金が全額保護されることになります0

.預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度とも

に同様の取扱がなされます。

-詳しくは、金融機関の窓口または預金保険機

構、農水産業協同組合貯金保険機械、財務局に

お問い合わせ下さい。

もっと詳しく知りたい方は

預金保険機構 'B'03-3212-s029、北海道財務

局 'B'O11-709-2311または金融機関の窓口に

お問い合わせ下さい。

《金融庁・預金保険機構》

国

民

年

金

保

隙

料

を

納

め

ま

し

-・E!I日伝言語F.J'!品1高層諸官ヨ・

|豊寿園のショートステイ(短期入所)をご利用ください I 

よ

国民年金保険料は安Jら・便利・確実な

口座振替をご利用ください。
口座振替のご利用で、保険料は預金口座から自動

的1;::引き落とされるため、納め!こ行く手闘が省け、

納め忘れの防止巴もなり安心です。

・手続き方法

金髄機関・郵便局ま芝は社会保険事務所の窓口

で、下記の通帳等を捧参し、お申し込みください。

・ご持参いただくもの

「ご利用の通帳」・「印鑑」・「国民年金保険料の納付

書」

※口座振替の開始月Cついては、後目、「口座振替

のあ知らぜJ(ハガキ)でお知らぜいたします。

前納があ得で昔。

毎月の保険料を、 1年分ま左は半年分まとめて前

もって納めると割り引きが受けられま昔。

.1年前納 156， 770円割り引き額 2，830円

・半年前納 79，150円 割り引き額 650円

lよ 金 竺 額
。施設ザピ λ費 @食材費

( 1自分) ( 1自分)

要 支 援 914円

要介護 1 942円

要介護 2 987円 f章
要介護 3 1 ， 0 3 1円 900円

要介護4 1 ， 0 7 6円

要介護 5 1 ， 1 2 0円

特別養護老人ホーム豊寿園では、日常、ご家族を介

護している方が、旅行・冠婚葬祭などで不在になると

きや、介護疲れにより休養を要するときに、ショート

ステイ(短期入所)のサービスを提供しております。

お気軽に、ご利用くさだい。

ご希望により、送迎もいたしますのでお申し出く

ださい。

負担額については、右の表を参考にしてください。

【本人負担額・・・例]

介護されている方の要介護度が「要介護 1Jで
2日間利用する場合

(0942円+@9∞ 円)X 2日=13，684円(負担額)1 
均

《申込・問い合わせ先》

特別養護老人ホーム豊寿図

今金111]字種)11398-4 

'B'0l378-2 -0344 

• • 
|森林作業事前研修のご案内 E 

つ

雲町
~静かな山峡の湯宿~
岡管温泉おぼこ遊

Y1fい季節、体の志、から暖まる温泉は最
高ですね。心と体をいやし、リフレツンユ
してみませんか固
.目的り入浴料/大人360円・大人(中学
生)310円中人 1 50~1 '小人 (6 蔵未満)
無料

・宿泊料/大人5.~50円大人(中学生)
5.800円・中人5.380円小人4.850円
※11月1日-4月30日の!日!は、別途暖
房料として310円が加算されます。

.問い合わせ先/商工観光労政課
'B'日1316-2-2111内線3112

.予約/町営温泉おぼこ荘
包01316-3-3123

合 沼W IBJ il公組問tMg飽』

八北槍山町

切ります。)

受講希望者は、申込書に必要事項を記

入の上、写真 (夕刊OmmXヨJ25mm)1枚(裏

面に氏名、生年月日を記入)を添付し、

|七海道森林整備担い手支援センターに

申し込みをする。

・受講料無料

《問い合せ先》

北海道森林整備担い手支援センター

札幌市中央区北4条西5丁目 林業会館内

TEω11-200-1381 FAXOll-200-1382 

-申込方法

森林作業への就労を希望する方に対して、森林及

び安全作業の基礎的知識と技能を習得し、円滑に就

労できるよう事前研修を実施します。

・研修内容

・森林の機能や森林整備作業の仕組み

・伐木作業の知識やチェーンソー・刈払機の取扱

など

・日 時

・場 所

1 2 月 1 5 日(月 )~ 1 2月 1 9 日(金) 5日間

槍山郡江差町字南が丘 7番地

槍山地域人材開発センター

40名(先着順で、定員になりしだい締め

ト¥
~北檎山発春たより~

『水仙』ゅうパック
楠山北高校の生徒が丹料を込めて育てた水

IiIJを新容の床飾りとしてぜひご利用くださ

圃受講定員

し、。

.価絡/水IllJ花 i鉢(水仙球5個入り)道内 i!j'
森l.D00円-(郵送料出世税込み)

.送付方法/骨通郵恒
・取Iil )UJll ~/ 11 月 10 日 .......[2 月 12 日(予定)
.尭丑日/12月四日頃
.申込方法/お近くの郵四月に耐え付吋てあ
る『ふるさと小包専用振替用紙』でお申し込
みください。

.郵便賑替加入者名/02770-'[-31203北の
水仙会

.問い合わせ先/倫山北高校 廿Ola78-4
5331丹羽郵盟問 '5'0 [378-4-5800 

主主い日にはやっぱり温泉が 需!
のんびりお湯につかつて日頃の疲れを植しま
しょう 1

『やすらぎ館』は弱アルカリ性描>>で、冷え
性神経捕、火i話などに効き目があり、男女別
の一般浴捕のほかに露天風呂、サウナ水風
呂、パイプラ揖と技師も充実しています。
また、塩泉には美肌効w:がある成分も吉まれ
ているそうです
.場所/瀬棚町字本町(旧国鉄瀬棚駅跡地)
.営業時!日1/午前10時から午後9時まで
※毎月第1.3月組日定休

・入浴料/大人300円中人120円、小人60円
・ぉIl¥Jい合わせ先/やすらぎ館
君。1378-7-38'11

l 生産者の皆さまヘ 計画外流通米は届出が必要です!

過コリドー版協νト予知報

-瞬• 
(※届1J:l書の押印は省略されております)

(1)郵送

(2) F AX 
(3)出荷取扱業者を経由

0記載方法などのお問い合わせはつ

農林水産省 北海道農政事務所地域第二課

干040-0021

函館市的場町24番 3号

TELOI38-54-2503 FAXOI38-54-2505 

OJili:Jlの対象米穀は?

米穀の生産者は、その生産 した米穀のうち、計画外流

通米として有償で譲り波した米穀及び役務の対価等と

して米殺を現物で支払った場合です。

※届出が不要とされている米穀は

(1)くず米・砕米等、一般に主食用に供しない玄米および

精米

(2)無償で議渡された米穀(縁故米等)などです

0]市出の方法はつ

届出用紙が農政事務所のほか、役場、農協、に常置して

おりますので、下記のいずれかの方法で届け出てくださ

|道道冬期間通行止めのお知らせ E 

|ノ

ぐむ

大成町
秘湯『溺とぴあ臼閣制

静かで情緒あふれる 「湯の里」と

して評判のこの渦泉。今の時期、露

天風呂から見る紅葉が絶景です。

冬期間まで期間限定、 11月末まで

入浴01¥:です。

.場所/大成町字宮野(国道沿に看

板あり)

.入浴料/無料(お心のある方に清

掃協力金として100円頂いていま

す。)

熊 石町
山県52の溺の宿r，.t市温泉』

紅葉と緑のコントラスト 1表情

豊かな式の息吹を感じて・-

鉄分を多く含んだ茶褐色の湯は

源泉そのまま。大浴場、せせらぎを

望む露天風巴はミネラルが豊富で

湯治に最適です。

.宿泊/7，800円~

.入浴料/大人400円、小人200円

.問い合わせ先/見市混泉

'B'01398-2-2002 

長万部町
~長万部町ポイントガイ ド~

植木着鋭記念館

水墨画家として評価が高く俳人と
しても知られる植木浩悦の作品を展
示。独特の河童の絵や、油彩画、句~;な
ど、いずれも味わいのあるものばかり
で、何度も河童絵の前にたたずむ述来
客も多い。(入場担料)
.場所/高砂町(センタ 通り)
・時間/午前日時~午後5時
.休館日/月火曜日、祝日の翌日
・聞い合わせ先/町民センター
君。1311-2-5396

¥ 

函館土木現業所今金出張所では、次の道路を冬期開通行止めとしますのでお知らせいたします。

路 線 名 通 行 止 め 区 間
延長 通行止開始日時

備 考
(同) 通行止解除日時(予定)

旭台今金線
今金町字旭台(道道起点)から

8.1km 道路掲示板で告知
今金町字白石139-3番地先まで 単管ハリウド設置及びゲートにより閉鎖

今金町字美利河134-3(函館側道 [通行止開始日時]

島牧美利河線 道起点)から 3. 6km 平成 15年11月4日 道路掲示板で告知

今金町字美利河62-1番地先まで 午前 11時 単管パリケ ド設置

美利河二股
今金町字美利河温泉(道道起点) [通行止解除日時(予定)J 道路掲示板で告知
から 6.3km 

自然休養村線
今金町字美手'1河340-1番地先まで

平成 16年4月23日 ゲートにより閉鎖
午後3時

金原今金線
今金町字金原(道道起点)から

0.3km 
道路掲示板で告知

今金町字金原363-2番地先まで 単管バリケー ド設置

(1) 



(ぜ
)

⑩
⑮
 

⑧
 

一四
H

一

一
o-

一
・
冒
且
圃

一
4
t
-

一
a一一m

一

一
r-

7
0
一

一P
U

一

一mu-
---思-

ハロ
I
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
北
恰
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
逃
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
ロ
月
3
日
同

午
前
9
時
1
午
後
5
時

V
口
月
げ
日
同

午
前
9
時
1
午
後
5
時

v
u月
M
日
附

午
後
l
時
1
午
後
5
時

V
は
月
お
日
附

建
設
労
働
者
に
つ
い
て
は
、労

働
条
件
や
労
働
福
祉
等
の
面
で
改

善
を
要
す
る
問
題
を
多
く
抱
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
で

斗」色
、O

労
働
条
件
の
明
確
化
の
た
め
に

「雇
入
通
知
書
」
の
交
付
を
励
行
。

O
労
働
福
祉
等
の
改
善
の
た
め
に

「建
設
雇
用
改
善
助
成
金
」
の
活

用
。

な
ど
、
雇
用
管
理
等
に
関
す
る
助

言
・
指
導
や
各
種
啓
発
活
動
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

建
設
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
発
展
す
る
よ
う
、
雇
用
の
改
善

に
ご
協
力
と
ご
努
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

職
業
安
定
所
)

(
函
館
公
共

平
成
日
年
度
集
団
現

地
選
考
会
の
ご
案
内

冬
期
間
、
道
外
で
の
出
稼
(
就
労

期
間
は
お
お
む
ね
4
カ
月
か
ら
6

カ
月
)
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
集

団
現
地
選
考
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。当

日
は
、
建
設
業
・製
造
業
の
事

業
所
(
東
京
・神
奈
川
・千
栄
・崎
玉

.愛
知
・大
阪
等
予
定
)
が
、
直
接
而

午
前
9
時
1
午
後
5
時

。
連
絡
先

〔北
袷
山
職
業
相
談
室
〕

包

0
1
3
7
8
1
4
1
5
7
2
4

[ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館
〕

同

U
0
1
3
8
2
6
1
0
7
3
5

{
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
八
雲
】

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

法
律
的
な
問
題
、
紛
争
の

解
決
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

裁
判
所
で
は
、
法
律
的
な
問
題

を
抱
え
、
紛
争
の
解
決
に
悩
ん
で

い
る
方
々
に
対
し
、
紛
争
解
決
の

手
続
等
に
関
す
る
「
受
付
相
談
」を

各
裁
判
所
の
窓
口
で
常
時
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
i
回
次
の
と

お
り
瀬
棚
町
で
受
付
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

民
事
関
係
の
紛
争
、
家
事
関
係

の
紛
争
等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

固
く
笥
ら
れ
ま
す
。

相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
毎
月

第
1
金
曜
日
ま
で
に
函
館
の
裁
判

所
に
電
話
で
相
談
の
予
約
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
相
談
日
V
H
月
ロ
日
川問
、
ロ
月

刊
日
側
、
マ
午
後
l
時
初
分
か
ら

午
後
4
時
泊
分
ま
で

。
相
談
場
所
V
瀬
棚
町
総
合
宿
制• • 

接
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

。
開
催
日
時
V
ロ
月
刊
日
附
午
前

問
時
か
ら
午
後
3
時

。
会
場
V
花
ぴ
し
ホ
テ
ル
マ
函
館

市
湯
川
町
1
1
1
6
1
1
8

。
会
場
の
駐
車
場
が
混
雑
す
る
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
電
車
・バ
ス
等
の
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館
(
函
館
公

共
職
業
安
定
所
)
職
業
相
談
第
1

部
門

8
0
1
3
8
1
2
6
1
0

7
3
5

内
線
4
3
5

思
わ
ぬ
労
災
予
期
せ
ぬ
失
業

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
労
働
保
険

労
働
保
険
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

労
働
保
険
は
、
業
務
上
の
災
害

や
通
勤
時
に
負
傷
等
を
し
た
場
合

に
、
補
償
を
行
う
労
災
保
険
と
失

業
し
た
場
合
に
失
業
給
付
を
行
う

雇
用
保
険
が

一
体
と
な

っ
て
、
労

働
者
の
生
活
安
定
.
福
祉
の
地
進

等
を
目
的
に
し
た
、
政
府
の
直
後

運
営
、
管
理
し
て
い
る
保
険
で
す
。

識
も
が
、
労
働
災
害
や
失
業
は

「
や
す
ら
ぎ
館
」

セ
ン
タ
ー

E
0
1
3
7
8
1
7
1
2
6
7
2
 

0
予
約
方
法
V
函
館
の
裁
判
所
に

電

話

(
合
0
1
3
8
1
4
2
1
2

1
5
1
、
内
線

3
3
1
)で
、
相
談

日
の
前
の
迎
の
金
曜
日
ま
で
に

「受
付
相
談
の
予
約
」
で
あ
る
旨
告

げ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。

※
土
、
目
、
祝
日
を
除
く
午
前
8
時

ω分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

。
相
談
担
当
者
V
函
館
地
方、
家

庭
、
簡
易
裁
判
所
裁
判
所
書
記

骨
口

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
売

買
・贈
与
・相
続

V
低
当
権
の
設
定
・
抹
消

V
会
社
・法
人
の
登
記
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
相
談

。
開
設
日
時
及
び
場
所

V
H
月
間
白
川間
マ
午
前
9
時
か

ら
正
午
ま
で

V
相
談
担
当
者
マ
司
法
魯
土

佐
々
木
長
芳

避
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、

絶
対
と
い
う
保
証
は
、
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
企
業
は
個
人
や
法
人
を
問

わ
ず
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
職
場
で
働
く
労
働
者
の

方
々
は
、
事
業
主
を
通
じ
加
入
の

有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
企
業
で
あ
っ
て
も
、

一
部
の
業

種
の
場
合
、
加
入
手
続
き
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監

督
袈
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

-
函
館
労
働
基
準
監
督
署

官。
1
3
8
1
2
3
1
1
2
7
6

.
同
江
差
駐
在
事
務
所

E
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
2
8
 

.
函
館
公
共
職
業
安
定
所

8
0
1
3
8
1
2
6
1
0
7
3
5
 

・
同
八
雲
出
張
所

同

U
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9

.
同
江
差
出
張
所

E
0
1
3
9
5
1
2
1
0
1
7
8
 

。
場
所
V
役
場
l
階
町
民
相
談
室

。
主
催
V
函
館
地
方
法
務
局

同

U
0
1
3
8
2
3
l
7
5
1
1

特
設
人
権
困
り
ご
と

心
配
ご
と
相
談

。
日
時
V
は
月
間
日
同
マ
午
後
I

時
1
午
後
4
時
ま
で

。
会
場
V
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

。
相
談
内
容
V
児
童
・生
徒
の
い

じ
め
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借
地

借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣
関
係

等
身
近
な
法
律
問
題
や
心
配
ご
と

。
相
談
担
当
者

V
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

。
主
催
V
函
館
地
方
法
務
局
、
函

館
人
権
擁
抽
出
委
員
協
鍛
会

除
雪
車
の
運
転
手
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
手
の
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

。
雇
用
期
間
V
平
成
同
年
ロ
月
日

日
か
ら
平
成
同
年
3
月
初
日
ま
で

。
雇
用
人
員
V
若
干
名

。
応
募
資
格
V
町
内
在
住
者
で
大

型
自
動
車
及
び
大
型
特
殊
自
動
車

免
許
取
得
者

。
選
考
方
法
V
書
類
選
考
(
服
歴

社会福誼協議会だより IH5・10・10
※光町型学閥、 ~~JfU副、社会福祉協議会への多額のご寄付、ごIrl意ありがとうござ

いました.(敬称略) • • 
書
、
免
許
証
持
参
く
だ
さ
い
)

。
申
込
期
間
V
U
月
げ
日
1
引
日

ま
で

。
申
込
先
V
役
場
1
階
建
設
課

管
理
係

特
定
疾
忠
医
療
受
給
者
証

更
新
申
請
(
継
続
申
請
)
の

お
知
ら
せ

-
平
成
何
年
同
月
1
日
か
ら
、
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
制
度
が

変
わ
り
ま
す
。
所
得
税
額
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

・
平
成
何
年
9
月
初
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
た
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
ま
だ
更

新
申
請
(
継
続
申
請
)
の
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
現
在
保
健

所
で
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
節
し
て
く
だ
さ

し※
改
正
内
容
や
提
出
書
類
等
に
つ

い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

日
月
は
「
建
設
雇
用
改

善
推
進
月
間
」
で
す

「雇
用
を
改
善

未
来
を
建
設」
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められないときなどは、お気軽にご相談ください.

《役場税務謀'B'2 -0111)) 

、、

-E司王宮崎靖国E苦17~ヨ..~!;圃

の納期とな っています.

~ 

f 

1f 

め
さ
え

た
ず

も

の

う

る

す

一
対
由
れ
ば
サ
ル
ビ
ア
の
支
え
求
の
匂
守

，

ひ
み
じ
か

せ
き

ル

う

っ

た

み

ち

ぷ

し

ん

d
H
M

や
赤
灯
処

y
え
す
え
巻
ヰ
刊

F

ば
ん
し

E
Y

た
よ

ひ

と

お

も

い

F

一
晩
秋
や
便
り
す
き
人
J
F
d
w
d
μ

ば
ん
し
ゅ
う
ひ
ざ
し

せ

と
も
さ

，
晩
秋
の

θ
A
P
脊
K
え
糸
た
る

お
い
ら

せ

た

ど

や

ま

も

み

じ

Y

一
奥
入
潮

γ
込
る
ビ
デ
オ
や
山

μ
景

子

一

同

柚

僻

ょ

に

わ

あ

倉

と

も

し

，
品刊
色、
品
川
む
え
や

hvrリ
の

秋

僚

会

，

し
ょ
〈
ど
う
レ
av

ひ

す

ふ

か

あ

e
や
み

v

ト
食
堂
阜
の
灯
の
叫
虫
干
、
保

U
秋

の

同

手

[

'

m
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
裂
で
す
が
・
撮
も
が
よ
み
や
す
〈
・
と
の
主
簡
に
よ
り
あ
え
て
け
記
し
て
い
ま
す
.

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

-

※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

が
探
せ
ら
れ
ま
す
。

園

早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

園

八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
・

-
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第 19呈

包含問
2 金い
l町合
3 教わ
4 育ぜ
8 委
8 員

.d. 
7:> 

安
全
で
楽
し
く
な
る

学
校
づ
く
り
め
ざ
し

今
金
小
学
校
は
、
昭
和
幼

年
の
校
舎
建
設
か
ら
お
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
平
成
は
年
度
に

耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、
危

険
校
舎
と
し
て
診
断
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

平
成
凶
年
度
よ
り
今
金
小
学

校
改
築
検
討
委
員
会
を
設
箇

し
、
委
員
の
皆
織
の
ご
意
見

や
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
い
、

基
本
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
金
小
学
校
改
築
事
業
は
、

教
育
施
設
の
最
重
点
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
推
進

に
努
め
て
行
き
ま
す
。

-4ヲ
金
小
学
校
の
学
校
づ

く
り
巴
参
加
し
ま
ぜ
ん

か

?

こ
の
た
び
、
今
金
小
学
校

づ
く
り
の
た
め
の
基
本
計
画

設
計
競
技
を
行
い
ま
す
。

基
本
計
画
設
計
競
技
で
す

が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
シ
ヨ
ン

を
一
般
公
開
と
す
る
、
初
め

三世代ふれあい研修
.牛の乳しぼり体験

三
世
代
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
事

業
は
、
保
健
橋
祉
課
事
業
と
し

て
、
高
齢
者
の
方
と
幼
和
図
親

子、

三
世
代
と
が
、
植
物
を
通

し
、
心
を
通
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
今
年
で
三
年
目
を

む
か
え
ま
し
た
。
今
年
は
十

回
の
事
業
を
終
え
、
日
以
後
の
特

別
企
画
は
、

希
望
参
加
で
、
動

物
へ

の
体
験
へ
と
広
げ
て
み

ま
し
た
。
紅
葉
の
美
し
い
、
秋

晴
れ
の
日
、
ワ
ー
ル
ド
牧
場
で

牛
の
乳
し
ぼ
り
を
し
ま
し
た
。

大
き
な
牛
に
こ
わ
ご
わ
近
寄

り
、
巨
大
な
ウ
ン
チ
と
オ
シ
ァ

コ
に
み
ん
な
び

っ
く
り
1

パ

て
の
試
み
で
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

今
金
小
学
校
改
築
基
本
計

画
設
計
競
技
に
参
加
す
る
業

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
健

案
を
し
ま
す
。

開
催
は
、
日
月
初
日
制
午

後
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

多
く
の
方
の
来
場
を
願

っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
設
計
競
技

に
よ
る
最
優
秀
業
者
の
選
考

の
た
め
の
委
員
を
左
記
と
お

り

-
般
募
集
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
応

募
多
数
の
場
合
は
、
事
務
局

で
抽
選
と
な
り
ま
す
。

••••••........••••••••••. 
対
象
マ
初
歳
以
上
の
町
民

募
集
人
数
マ

5
名

申
込
期
日
マ
日
月
凶
日
ま
で

任
期
マ
選
考
を
終
え
る
ま
で

申
込
先
マ

干

0
4
9
i1
4
3
9
3

今
金
町
字
今
金
将
ー
ー

今
金
町
教
育
委
員
会
事
務

局
企
画
総
務
係

宮

0
1
3
7
8
1
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1
3
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• • 
.11月の石器づくりセミナーのご案内
内容ヤリ先形尖頭器をつくる
とき 11月 15日 (土)午後 1 時~3 時
ところ ピ')力旧石器文化館体験学習室
費用 2∞円

申il>み ピリ力旧石器文化館 (宮 3-24行)

い同じん E_..臣蔵百点摂理E同]

: r細石刃」
: 長さ数C凧幅1.2cm以下、厚さllTlTl程度の小さな石刃。:
:あまりにも小さいので単独では石器として用いること : 
・はできません。図のように木や骨で作ったヤリ先形の
:軸のふちに細い溝をきざみ、はめ込んで使われました。:
:刃こぼれした場合は付け替えられ、替え刃式力ミソリ : 
:のような合理的な道具です。石器装備として小型軽量 : 
:なことから、遠距離の移動にふさわしい道異です。細
:石刃は石核から連続してはがされ、その巧みな技術は
:旧石器時代の中でも頂点|ζ達するものです。細石刃を : 
:大量生産するための石核の つにクサピ形細石刃核が
:ありますが、これは東アジアやシベリア、アラスカな ・
:どに広〈分布しています。日本列島へは約 2万年前、
:陸化していた間宮海峡を通ってサハリ ンへ、そして宗
:谷海峡から北海 l l 

-道に到達し、そ| 一細石刃の製作工程と装許去一 | 
の後しばらくし | 両面加工品'----司

て本州へと伝わ 1 ~ ハバなふぺj{，J
りました。北回 1~ ¥ }対 今んA ゲ ハ | 

りの細石刃文化 | 師三角向~ 1¥:1: 
は西日本にまで ~己口苫__ a ~;; I 一一 一広がることが知 | 呈 4義援雫幸之、 I 1吾|

: られています。 I ②日~スy 、 1 1i|: 
:先史時代の日本 1 スキー欄~ 師刃 1 ，1引:
:で北からの文化 | く二二コ ¥ Jiil 
:がこれほど広が 珂曹司、 '<J 

:り南の地域に及 |③ リ始ヘムヨ71日 -c3- 1 

:んだことはあり | クサピ影由王五五 | 
:ません。

@ 

毒患ピ州日石器対じfíìiO•主

去る10月18・19日、長野県御代田町で 「日本の細石
刃文化」と題するシンポジウムが開催されました(紺l
石刃については「ことばの解説」を参照)。長野県矢出
川遺跡で日本で初めて細石刃文化の存在が確認され、
その発見から50年目を迎える本年、これまでの研究の

到達点を確かめ、これからの研究の展望と課題を明ら
かにすることを目的として聞かれたもので、教育委員

会の宮本が北海道地域を代表して参加してきました。
全国各地から28名の研究者が集まり、ディスカ ッ

ション形式でテーマ別に意見交換がなされました。会
場からも活発な発言があり、予定通りの進行とはなり
ませんでしたが、大いに議論が深まりました。このな
かでピリカ遺跡については、これまでの研究に与えた
影響の大きさが改めて確認され、細石刃を残した彼ら

の生活ぶりを知る上で豊富な情報量をもつばかりでな
く、様々な課題を解き明かす可能性を秘めていること
が確かめられました。雄大な浅間山のふもと、爽やか

な高原の片隅で、ほんの小さな細石刃をめぐる研究は
新たな半世紀への第一歩を踏み出しました。

• • 
15日比)1金原小学校

学習発表会

学芸会

今金保育所
お遊戯会

-・

|子育てホットラインは、包 -日Oです。(不在の時や夜間は留守番電話になります)

.ι 

すま図な頂方人事た験し JU]祭ずに大物て 会 険はた楽にた グ 車散らばちにぽと牛ス
。れり ど くに生業らをたへに感おきは l決のの 遊 o し 様 く ( に 歩 の き や感り納のの
る、、事線経終嬉さがお入性いさ途{象中場び子い々さ士釆し自にん激 。得お中
v 様家て々験了しせ、出りで等 、 う で で 所 の ど ー な ん と3った由一途しお 。勉 の

EZ宅 内守豊後いて出かま煙。体もは aで原も日体のでたり時間のな つ早 強斉
公をか地詞」品もで下でけすへ子 の の 見 私 す 点 に を 験 動 落 り 、 j問感手がぱ速を藤

昼願か域のとな、すさ、 の。 そど言でE2085哩t物 ? トニえは11 らい 次な お

i i ;i!?躍世iiii;;;i;i i ijiiiiiii!;?; 
ー....，〆喝、" 一一晶、一 品 _ Ir.' 叩 f 

jl8JOIJ 、::;;"1::'11t， ぞず i 三品乙 i 

:1制JIl.m!!fコーナー ~例町内ー-~ N:QU8i 11 ~ ，¥ ':i(ムu w
~……- - • 
^:日本人のおもしろい行動 I jII阿世ねi(¥V)¥¥ ~ 

:。長時間職場で過ごす。(用がない時 | ・ハ U~'，u-..圃 : 1¥ : 
・ でさえいることがある) ‘| ιa・・2レ'-'¥1
:0猫のように魚が好きでよく食べる。 '- 園田 開 : 

:0たくさんうがいをする，

:0“えーっと"“{可だっけ"“ですね" I ぱいに注いで飲む。

: “そうそう"などの言葉をよく使用 10若い女の子はマイナスの気瓶でも :

する。 1 ミニスカー卜をはいている。

:0たくさんお酒を飲み、煙車を吸う。10アメリカでのスポーツ選手が活躍 ・

:0妻は家にいる。 1 すると興奮する。

・O夕食時間が早い。 10穴をたくさん掘り、道路工事をた :

:0物訟や車庫でバーベキューをする | くさんする。

のが好き。 10選挙運動では候補者が車で巡回し、・

:O:R:の公園にピクニ ックに行くと、| “ありがとうございます、ありがと

: 芝生ではなくアスフ ァルトの上に | うございます と叫んでいる。

: 座って食事をする。

:0立派なスピードの出る車を生産す | 今まで私が気が付いたことを普い

: るが、法定速度は60キロである。 Iてみましたが、これからも目をこら

;0バラエティー、お笑い番組を好む。!して観察し、日本人のかわった癖を

:0病院へよく通う。 I見つけようと思います。もし私があ

:0英文法を学ぶのに6年間費やす。 Iなたをじっと見ていてもあまり気に

:Q74三三二ぞ渋!?.?ZZ子どふlK2口三く三子.17?:.....

町民バレーポ-
8 : 30~総合体育館

3 



健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉限他版づくり係・国保係)んなの健康

健
康
フ
ェ
ア
『
鏑
呆
介
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

介
護
の
体
験
談
を
振
り
返
る

痴
呆
介
護
を
題
材
と
し
た
映
画

「折
り
梅
」
が
ゆ
月
5
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
上
映
さ
れ
、
上
映
後
町
民
に

よ
る

「痴
呆
介
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
た
方

の
中
に
は
、
ハ
ン
カ
チ
で
目
元
を
抑

え
た
り
、
う
な
づ
き
共
感
さ
れ
て
い

る
綴
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

痴
呆
と
介
護
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
た

3
人
の
介
護
体
験
談
を
、
今
月
か
ら

3
回
に
分
け
ど
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上
稲
穂

早
坂
美
恵
子
さん

私
は
夫
の
父
で
あ
る
お
じ
い
さ
ん

の
介
穫
を
し
ま
し
た
.
お
じ
い
さ
ん

は
亡
く
な
る
前
の
1
年
問
、
山
耳
寿
園

で
お
世
話
に
な
り
、
平
成
は
年
お
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
の
様
子
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
が
変
に
な
っ
た
の

は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
ぽ
っ
か
り
亡
く

な
っ
た
後
の
こ
と
で
す
。
と
っ
て
も

元
気
で
、
亡
く
な
る
と
は
思
っ
て
も

い
な
か
っ
た
の
で
、
お
じ
い
さ
ん
も

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

亡

く
な
っ
て
何
日
か
し
て
か
ら
『
無
い
、

自分のために、周りの人のために
禁煙のすすめ

保健福祉課健康づくり係

-
芝
は
こ
の
煙
は
富
が

い
っ
ぱ
い

た
ば
こ
が
体
に
悪
い
こ
と
は
、

み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
で
し
ょ

う
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

-Rニコ
チ
ン
↓
血
圧
を
上
げ
た

り
、
心
臓
の
鼓
動
を
増
や
し
て

心
臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
。

-
R
h
ツ

l
ル

i
発
が
ん
性
物
質
が

多
く
、
肺
を
黒
く
し
働
き
を
弱

め
ま
す
。

女
一
酸
化
炭
素
↓
血
液
が
酸
素

を
体
内
へ
運
ぶ
の
を
ジ
ャ
マ

し
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
ま

す
。

-
芝
ぽ
之
と
関
係
の
深
い

ガ
九

現
在
日
本
人
が

一
務
多
く
死

亡
し
て
い
る
原
因
は
が
ん
で
す
。

そ
の
中
で
た
ば
こ
が
、
肺
が
ん
に

深
く
関
わ

っ
て
い

る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
た

ば
こ
の
有
害
物
質
は
、
の
ど
↓
気

管
↓
肺
を
通
り
血
液
に
乗
っ
て

無
い
」
づ
く
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ベ
ル
ト
が
無
い
、
財
布
が
無
い
等

で
し
た
。
私
達
は
、
「
呆
け
」
で
は
な

く
、
お
ば
あ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

シ
ョ
ッ
ク
で

一
時
的
に
お
か
し
く

な
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
状
態
は
徐
々
に
悪
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

呆
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
病
院

の
お
医
者
さ
ん
、
看
護
姉
さ
ん
も
気

が
つ
か
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
前
立

腺
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
た
め
泌
尿
器

科
へ
受
診
す
る
よ
う
に
、
病
院
か
ら

本
人
に
話
し
た
の
で
す
が
、
本
人
は

「
整
形
外
科
」
だ
と
私
に
話
し
た
の
で

整
形
外
科
に
受
診
さ
せ
ま
し
た
。
そ

れ
が
自
分
で
経
験
し
た
中
で
失
敗
し

た
と
思
い
ま
し
た
が
「
呆
け
」
と
い

う
病
気
は
家
族
に
も
わ
か
ら
な
い
か

ら
や
や
こ
し
い
。
結
局
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
l
型
の
痴
呆
と
前
立
腺
が
ん
の
頭

へ
の
進
行
と
で
痴
呆
は
進
ん
で
い
き

ま
し
た
.
使
や
尿
の
後
始
末
な
ど
の

介
設
は
比
較
的
少
な
く
、
本
人
の
言

動
へ
の
対
応
が
主
な
介
訟
の
内
容
で

し
た
が
、

一
人
に
し
て
お
け
な
い
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
呆
け
て
も

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
連
れ
て
歩
き
ま

し
た
。
歩
け
る
う
ち
は

「自
分
で
食

べ
た
い
物
を
カ
ゴ
に
い
れ
な
さ
い
」

と
買
い
物
に
も
連
れ
て
い
き
ま
し

た
。
お
互
い
に
心
残
り
の
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の

で
家
族
皆
で
定
山
渓
の
温
泉
で

一
泊

し
た
り
今
金
町
内
の
食
堂
を
食
べ
歩

く
こ
と
も
し
ま
し
た
。
子
ど
も
逮
に

， 全
身
に
ま
わ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

が
ん
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
特
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
肺
が
ん
よ
り
も
、
の
ど
の
奥

の
喉
頭
(
こ
う
と
う
)
が
ん
の
方

が
、
が
ん
に
な
る
危
険
性
が
高
い

の
で
す
。

-
園
り
の
人
宅
六
巡
怒
!

た
ば
こ
は
吸
っ
て
い
る
人
だ

け
で
な
く
、
吸
わ
な
く
て
も
そ
の

周
り
に
い
て
煙
を
吸
い
込
む
だ

け
で
体
に
害
に
な
り
ま
す
。
し
か

も
吸
っ
て
い
る
人
よ
り
も
、
た
ば

こ
の
火
か
ら
立
ち
上
る
煙
を

吸
っ
て
し
ま
う
人
の
方
が
、
体
へ

の
影
響
は
よ
り
大
き
く
な
り
ま

す
。
例
え
ば
こ
ど
も
で
は
ぜ
ん
そ

く
や
呼
吸
器
の
症
状
が
出
や
す

く
な
り
、
妊
娠
中
の
人
で
は
お
な

か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
影
響

が
出
ま
す
。

-
で
き
る
事
か
ら
飴
め
ま

し
よ
う

た
ば
こ
が
自
分
に
も
周
り
の

人
に
も
悪
い
と
は
わ
か

っ
て
い

て
も
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い

方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
方
は
保
健
師
と
節
煙
・禁
煙
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
ワ

け
月
よ
り
節
煙
・
禁
煙
の
お

手
伝
い
を
始
め
ま
す
二
昨
年
か

ら
始
め
て
お
り
、
毎
年
数
人
の
方

が
禁
煙
に
成
功
し
、
現
在
も
続
け

ら
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
禁
煙

を
決
意
さ
れ
た
方
も
、
そ
こ
ま
で

は
い
か
な
い
け
れ
ど
禁
煙
に
多

少
関
心
が
あ
る
方
も
、

一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
回
覧
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

• • 
は
「
優
し
く
や
さ
し
く
し
て
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
よ
」
と
常
に

伝
え
ま
し
た
。
皆
呆
け
を
受
け
入
れ
、

自
然
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
り
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
だ
.

お
じ
い
さ
ん
を

一
人
に
し
て
お
い
て

も
大
丈
夫
な
時
、
痴
呆
介
穫
の
総
演

会
や
研
修
会
に
出
席
し
、
事
前
に
知

識
を
得
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
と
し
べ
つ
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
し
た
の

で
お
じ
い
さ
ん
に
薦
め
ま
し
た
。
お

じ
い
さ
ん
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く

日
を
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し

た
。
私
も
介
護
を
し
て
い
く
上
で
大

変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

い
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
「
じ
ー

さ
ん
、
な
に
や
っ
て
る
の

l
」
と
け

ん
か
や
注
意
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
お
互
い
後
に
残
さ
な
い
タ

イ
プ
で
よ
か

っ
た
で
す
.
で
も
夫
と

お
じ
い
さ
ん
の
け
ん
か
は
激
し
く
、

が
が
が
、
が
が
が
と
怒
る
夫
に
対
し

て
、
お
じ
い
さ
ん
も
も
の
す
ご
い
剣

幕
で
反
抗
し
ま
し
た
。
夫
は
痴
呆
と

い
う
状
況
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
つ
い
激
し
く
怒
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

亡
く
な
る
前
の
1
年
間
は
、
孫
が

介
護
士
と
し
て
勤
め
て
い
る
曲
宣
寿
園

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
人
は

呆
け
る
前
か
ら
孫
が
い
る
些
寿
園
に

入
り
た
い
入
り
た
い
と
い

っ
て
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
と
も
相
談

し
世
間
の
目
は
気
に
せ
ず
何
が
家
鋲

に
と
っ
て
本
人
に
と
っ
て

一
番
良
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
結
果
と

し
て
お
じ
い
さ
ん
は
豊
寿
園
に
お
世

話
に
な
る
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
毎
日
商
会
に

い
き
ま
し
た
。
出
品
寿
図
に
入
れ
た
後

世
間
の
中
に
は

「お
じ
い
さ
ん
を
あ

ま
し
て
施
設
に
い
れ
た
ん
だ
ろ
」
と

言
う
人
も
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
痴
呆
の
疲
状
に

は
飽
か
さ
れ
ま
し
た
。
山M
寿
闘
に

入
っ
た
後
体
調
を
崩
し
、
病
院
へ
入

院
し
て
い
た
時
、
乙
ん
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
が
ナ

I
ス

コ
ー
ル
の
ボ
タ
ン
を
、
大
き
な
飴
玉

だ
と
思
っ
て
口
の
中
で
か
ち
か
ち
と

な
め
て
い
た
の
で
す
。
私
は
怒
る
よ

り
び
っ
く
り
し
引
っ
張
り
出
し
ま
し

た
。
な
め
る
な
ん
て
。
他
に
も
、
雪

も
降
ら
な
い
季
節
な
の
に
ベ
ッ
ド
に

座
り
外
を
見
な
が
ら

「雪
が
降
っ
て

る
l
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

目
に
見
え
な
い
も
の
が
お
じ
い
さ
ん

に
は
見
え
て
い
る
の
で
す
。

夫
が
面
会
に
来
て
び
っ
く
り
。
「
あ

ん
た
ど
ち
ら
さ
ん
で
す
?
」
と
言
う

の
で
す
。
「
自
分
の
息
子
が
わ
か
ら
な

い
の
か
」
と
怒
る
。
痴
呆
の
症
状
と

は
、
こ
ん
な
に
も
私
達
が
想
像
も
つ

か
な
い
こ
と
を
言
っ
た
り
す
る
の
か

と
本
当
に
飽
き
ま
し
た
。

盟
主
押
闘
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら

お
じ
い
さ
ん
は
だ
ん
だ
ん
弱
っ
て
い

き
ま
し
た
。

亡
く
な
る
と
き
何
度
も

何
度
も
有
り
難
う
と
私
に
言
い
、
日
嗣

後
は

「あ
l
」
と
言
い
な
が
ら
息
を

1 • • 
医宣重量璽亙B
'対象t対象者には3月に日程表にでご案内しています0

・日時t12月10日(羽・17日(刻 14: 30-15 : 00 
.場所b国保病院

+持ち物T母子健康手続予診票。予診票は病院に備え付けてあります.
[お問い合わせお申し込みは]健康づくり係官 2-2780 

日日(叫
んど
ドコ体操・ストレッチ体操を行っています.

10:00-11 :30 

13 :30-15 :00 

75歳以上の高齢者の方を対象に、健康づくり係や在宅介護支

援センター職員がお誕生月に家庭に伺い、健康ゃからだの状態

をお聞きし、その方の状態に応じた助言やサービスの紹介をい

たします.また、00歳以上の方には、スナップ写真を撮影し、健康

の秘訣とともにあったからんどなどで紹介し、後目、保健推進員

の手作りの写真立てに入れてプレゼントいたします.

対象となる方は、75、77、旬、83、85、Eゑ 00、92、94、96、E砲、1∞歳

を迎える在宅の方です。 (入院、施設入所されている方は対象と

なりません。)

.あ問合せ保健福祉課健康づくり係

在宅介護支i量センタ
b健康相談・血圧測定・尿検査

.対象T全住民3日時t11月17日(月)'12月1日間 9 :30-11 :30 
場所T総合福祉施設内保健センター

.内容T健康相談・血圧測定・尿検査

麗

~阪選扇~jjj該

引
き
取
り
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
の
生
き
る
姿
勢
は
本

当
に
宝
物
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
お
じ
い
さ
ん
の
「
有

り
難
う
」
と
い
う

一
言
が
、
今
ま
で

の
介
慾
の
苦
労
も
私
自
身
の
宝
物
と

な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
か
ら
「
有

り
難
う
」
と
人
に
感
謝
す
る
心
の
大

切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
事
故
で
足
が
不
自
由
な
た

め、

6
人
の
子
供
遼
に
は
苦
労
を
さ

せ
ま
し
た
。
今
は
子
供
述
も
家
庭
を

持
ち
、
私
は
孫
の
面
倒
を
見
て
い
ま

す
。
子
供
達
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
有
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
足

が
不
自
由
な
た
め
、
人
よ
り
早
く
手

聞
が
か
か
る
時
が
や
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
時
々
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
お
じ

い
さ
ん
が
歩
ん
だ
道
を
、
今
度
は
私

が
行
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
お

じ
い
さ
ん
を
介
態
し
た
姿
を
子
供
述

に
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
い
ず

れ
子
供
達
、
お
嫁
さ
ん
に

『介
護
す

る
、
さ
れ
る
」
と
い
う
現
実
が
や
っ

て
く
る
と
恩
う
か
ら
で
す
。
そ
の
時

「
か
あ
さ
ん
は
介
護
し
て
い
た
な
」

と
い
う
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
て
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
変
ら
な
い
と
ま
わ
り
も
変

ら
な
い
。
介
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
で
は
遅
い
か
も
し
れ
な
い
。
普

段
か
ら
あ
り
が
た
さ
と
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
今
後
の
人
生
を
精

一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

4 

次回は南些受の岸本寿子さんの体験談をご紹介します。

《在宅介護支援センター》

、

搭防予

H寺t11月19日

~固霊訪
.対象t1114年 9-10月生まれの子
.日n寺t11月19日附 (受付)1'1:00-14:15

回fj'j:'l彊a盤il!1重!1J
予斉家N品4年 3-4月生まれの子
.日時t11月26日休.) (受付)14:00-14:15

留置亙宣言2
@対象じ>1112年10-11月生まれの子
・日時t12月3日(利 (受付)14:00-14: 15 

【各相談・健診共通】
・場所T総合福祉施設内保健センター
・持ち物T母子手帳・タオルなど

告 2-2780 

T全住民
t11月12日(11<)
b午前受付 9:30-11 :00・午後受付13:00-14:00
b午前45名午後定員制限なし
!眼科で午後に予約された方は‘13時より受付開始になります.それ
に来て頂いても、受付は致しかねますのでご了承下さい.

ますので健康保険証等が必要となります。
りますのでお忘れなく。'B'2 -2780 

り保までご連絡下さい。

@ 
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道南ロイヤル病院(北槍山)'5'4-5011 
16日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)'5'7-2470 
23日北捨山町国保病院はじ十世山)'5'4 -5321 

， 24日今金町 国保病院(今金)雪2-0221 
30日楢崎医院(瀬榔)雪2-3021 

(12月分については予定です)

12月7日道南ロイヤル病院(北約山)'5'4 -5011 
14日岩間医院(今金)官2-0057 
21日北槍山町国保病院(北柏山)'5'4 -5321 
23日瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)'5'7-2'170 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

ご了承ください。 市司
午前10時から正午まで ベ王: τk凡

午後 1時から 3時まで γむ旦E並立γ

運転免許証

更新時講習のご案内

の 喜三二〉動くごヨ豆豆喜一

-優良講習(30分講習)

-今金町民センター

11月20日(午後 1時)

-北檎山町農村環境改善センタ

12月4日(午後 1時)

・一般講習(1時間講習)

-北檎山町農村環境改善センタ

12月4日(午後 2時)

・違反・初回講習(2時間講習)

-北槍山町農村環境改善センタ

11月13日、12月11日(午後 1時)
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セコ あたれじa;うおめでCう
マ のりよし

内ヶ島事良ちゃん 9月8日(保護者

1仁川| 烹子ちゃん 9月11日 (保護者

i畢口 凌央ちゃん 9月12日(保護者

問中 朔ちゃん 10月2日(保護者
まさや

大東 韓哉ちゃん 10月3日(保護者

早坂 曹工ち九 10月9日(保護者

大口 結月ちゃん 10月10日(保護者

住 いつまでちお幸せ|之
9/2'1 i貧困 宏幸さん(大和町).伊藤記子さん(花石下)
9/24 村上 清さん(下稲穂).逢見いつみさんは槍山町)
10/1 平賀 智品さん(大和町)・八代 明子さん(大和町)

10/10 河島敏文さん(大和I1IJ)・後藤広美さん(森町)

曾 ぉ4やみ毛 5 しあげます

今 野 長 治さん 9月24日 8'1歳(豊寿園)
伊藤敬 ーさん 9月初日 61歳(上金 原)

笹 森 寛 ーさん 9月初日 56歳(末広町)

五十嶺源七九 9月30日 82歳(末広 11lJ)
小 山 優 子さん 10月 l日 48歳(花石中)
山 下 正 巳さん 10月 9日 73歳(曙 11lT) 
吉 田 孝 夫九 10月16日 73歳(中 里)

10月22日受付分まで

今金町の交通事故発生状況

党良)春日井

正彦)曙 町

忠大)八束中央

一聡)八幡町

健吾)南 町

靖)緑町

陽平)寒 昇

9月末計

;:i&母

9月発生

発生件数 2件

死者数 1名
傷者数 3名

4日

槽山地区手をつなぐ親の会連絡協議会、合

金町手をつなぐ育成会では、心身障害児(者)
1こ対する理解を深めてもらうため、次のとお

り作品展示と即売会を開催しますので、ぜひ

足をお運びください。
.とき 11月29日(土)

午前10時から午後B時
合金町字神E日6-23
テーオーさき金ショッピングプラザ
( 1階イエロ グロープ)

・出品参加施設
南北海道知的障害施設協会加盟施設

(合金町からの参加施設光の里学調)
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第24図槍山地区心身障害児{者}
作局展示即売会
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旦且塞盟主
前月対比
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環境に優しい再生紙と大豆
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